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＜各回とも＞

時　間：午後２時 30 分～午後 4 時

定　員：130 名　ホール・サロン

　　　　（当日先着順・開館時より整理券配付・午後２時より受付）

聴講料：無料（要入館料）　

入館料：一般 430 円、高大生・65 歳以上 330 円
　　　　同料金で春季企画展「いのち輝く古代中国社会のデザイン」
　　　　をご覧いただけます
　　　　※中学生以下、障がい者手帳をお持ちの方と、
　　　　　その介助者１名は無料
　　　　　20 名以上の団体は団体割引料金
　　　　※年間パスポート（年間共通入館券）もあります。
　　　　　一般 2,100 円、高大生・65 歳以上 1,400 円

講演内容の文字通訳、場内誘導、車いす席の確保等について、サポー

トをご希望の方は、参加を希望される講義の 3 日前までにお知ら

せください。ご要望内容を検討のうえ、できる限りの対応を取ら

せていただきます。

■７月から「木曜大学」、10 月から「木曜大学大学院」
も開講します。お楽しみに。
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昨年度に引き続き、木曜大学・木曜大学大学院に先立ち「木曜大学予科」を開講します。

当館若手学芸員　高瀬 裕太、 河原 秋桜　の 2 名が

各々の研究や展示業務の成果を披露します。

多くの方々の受講をお待ちしております。

第１講　　　　　　「漢鏡」鑑賞のススメ
　　　　　　　　　　　―図像・銘文の構図を中心に―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
                                                                                                                                                       
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２講　　　　　   弥生時代の井戸について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月  １日

５月  15日

指定管理者：AKN 共同事業体 当館ホームページ

          木曜大学
第１講　７月 10 日
第２講　７月 17日
第３講　８月  ７日
第４講　８月 14 日
第５講　９月  ４日

木曜大学大学院
第１講　10月   ９日
第２講　10月 23日
第３講　11月   ６日
第４講　 １月 22日
第５講　 ２月   ５日
第６講　 ２月 19日

TEL.0725-46-2162

FAX.0725-46-2165

高瀬裕太（当館学芸員）

河原秋桜（当館専門学芸員）

「漢鏡」とは古代中国の「漢」の時代に製作された銅鏡である。

今回は主に図像や銘文の配置位置といった構図を中心に、特に漢鏡４期（紀元前１世紀後葉

から紀元１世紀前葉）以降の移り変わりをみていく。

日本列島における井戸の掘削は弥生時代から始まる。

事例を交えながら弥生時代の井戸の型式や出土遺物を説明し、その役割について考える。

【大阪方面からお越しの場合】

JR阪和線「信太山」駅下車西へ約 600ｍ
南海本線「松ノ浜」駅下車東へ約 1,500ｍ

国道 26 号「池上町」交差点南西角
P普通車 72台（無料）

JR天王寺駅から和歌山方面（阪和線）快速電
車にご乗車になり、鳳（　　　）駅で普通電
車にお乗換えください。一部に、鳳駅まで「快
速」、その後各駅にとまる「区間快速」もあり
ます（くわしくは時刻表をご確認ください。）
大阪駅からお越しの場合は「関空・紀州路快速」
をご利用になると便利です。
鳳から３駅目が信太山（　　　）駅です。
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